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は じ め に 

 

 

 現在、全国的に進んでいる人口減少及び少子高齢社会は、本市においても今後進行して

いくことが見込まれ、地域社会の在り方そのものを大きく変化させていくことが予想され

ます。 

 そのような中、新座市では、市民の皆様から市政に対する意見・提言を頂く市長への手

紙・ファックス・メール制度を始め、新座市長とタウンミーティングの開催や、パブリッ

ク・コメント制度などの広聴活動を通して、市民の皆様と意見のキャッチボールを行いな

がら、「住んでみたい ずっと住み続けたい 魅力ある快適みらい都市」の実現に向けて

邁進しております。 

 今回の第１４回新座市民意識調査は、市民の皆様のまちづくりに対する意見や要望を把

握することにより、時代の変化、市民ニーズの変化に的確に対応するために実施したもの

です。 

 調査結果につきましては、これからの市政運営に役立ててまいりたいと考えております。 

 終わりに、この調査に御協力を頂きました市民の皆様に、心から御礼を申し上げます。 

 

 

 平成３０年１０月 

 

新座市長 並 木  傑 
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